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審議事項１ 

特定非営利活動法人ちくしっ子ネットワーク 慶弔規定の改定について 

 

１. 改正の理由・主旨 

①慶弔規定が平成２１年に施行された時には、クラブ毎に慶弔規定があり各クラブからも慶弔費が支

払われていた。現在は、各クラブの慶弔規定は廃止され法人規定のみになっているが、物価や社会

的背景を鑑みると、過少ではないかと思われる。一般的に見て、常識の範囲で変更しようというも

のである。 

②弔事の対象について、現行にはない法人職員の父母を追加するものである。 

 ③緊急の場合の判断は、理事長と事務局において協議・決定となっているが事務局は判断する機関で

はないため、執行部に変更するものである。 

 

２．現行規程対照表 

現行 改正後 

第１条  

特定非営利活動法人ちくしっ子ネットワーク（以下「法

人」という）会員および職員に対しての慶弔は本規定に

よるものとする。 

第２条  

慶事について、以下のとおりとする。 

（１）法人職員の慶事及び表彰に関しては、職種ごとに

定める就業規則による。 

（２）その他の特別な慶事に関しては、理事会で対応を

協議する。ただし、緊急を要する場合は、理事長

及び事務局において協議･決定し、事後の理事会に

報告する。 

第３条  

弔事について、以下のとおりとする。 

（１）次の弔事の際は、ご遺族に対し弔慰金を贈るとと

もに、理事長名で弔電を打電する。 

①児童クラブ入所児童の死亡･･･････････５，０００円 

②児童クラブ入所児童の保護者の死亡･・３，０００円 

③法人職員及び法人役員の死亡･････････３，０００円 

（２）事務局は、通夜及び葬儀の日時･場所等を法人役員

及び各クラブ等に連絡する。 

（３）通夜及び葬儀等へは、法人代表として理事長もし

くは法人役員が、可能な限り参列するものとする。 

（４）上記（１）の弔事を知りえた会員または職員は、

すみやかに法人事務局に連絡すること。 

第１条 現行通り 

 

 

 

 

第２条 

 

（１） 現行通り 

 

 

（２）その他の特別な慶事に関しては、理事会で対応を

協議する。ただし、緊急を要する場合は、理事長

及び執行部において協議･決定し、事後の理事会に

報告する。 

第３条  

弔事について、以下のとおりとする。 

（１）次の弔事の際は、ご遺族に対し弔慰金を贈るとと

もに、理事長名で弔電を打電する。 

①児童クラブ入所児童の死亡･･･････････１０，０００円 

②児童クラブ入所児童の保護者の死亡･・１０，０００円 

③法人職員及び法人役員の死亡･････････１０，０００円 

④法人職員の父母（配偶者の父母を含む）の死亡･･理事

長及び執行部において協議･決定し、事後の理事会に報告

する。 

（２） 現行通り 

（３） 現行通り 

（４） 現行通り 
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（５）その他の弔事に関しては、理事会で対応を協議す

る。ただし、緊急を要する場合は、理事長及び事

務局において協議･決定し、事後の理事会に報告す

る。 

第４条 返礼 

本規定による慶弔に対しては、一切返礼しないものと

する。 

第５条 改廃 

 本規定の改廃は、法人理事会の承認を要するものとす

る。 

 

付則 

この規定は平成２１年４月１日から施行する。 

 

（５）その他の弔事に関しては、理事会で対応を協議す

る。ただし、緊急を要する場合は、理事長及び執

行部において協議･決定し、事後の理事会に報告す

る。 

第４条 現行通り 

 

 

第５条 現行通り 

 

 

 

付則 

この規定は平成２１年４月１日から施行する。 

この規定は平成２９年８月２０日から施行する。 

 


